
独立行政法人国立病院機構
災害医療センター

初期研修プログラム
～駆け抜ける「特別な2年間」～
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立地・アクセス
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所在地：東京都立川市

東京都のほぼ中央に位置している。

■人口：約17万9000人
■主要路線：JR中央線・青梅線・
南武線、多摩都市モノレール
■新宿駅まで中央線で最短27分
■川崎駅まで南武線で約1時間

それぞれ乗り換えなしで都心と
神奈川方面にアクセス可能！
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周辺環境

病院の南側には国営昭和
記念公園があり、広大な自
然が広がっています！また
ららぽーと、IKEAなど商業
施設も充実しています。

利便性やにぎわいといっ
た都市の魅力と、潤いや
やすらぎのある生活環境
が、バランスよく共生して
いる街です!!



独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター

3

２カ所あるヘリポート！

病院の全景
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病院の概要

・災害医療センターは国立病院機構(NHO)に属します
・ NHOは140の病院を有する日本最大の病院ネットワークです!!!
・北多摩西部地区唯一の3次救急指定病院
・広域基幹災害拠点病院としてDMATを有する

➢ 病床数 455床 災害時には900床に増床！

➢ 令和７年度実績

・救急患者数  8,278人/年
・救急車搬送者数  7,233人/年
・心肺停止状態搬送者数   318人/年
・入院患者数    11,828人/年
・外来患者数   9,412人/年
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基幹災害拠点病院としての働き①

5

 

 

 

 

 

 

 

 

東海村臨界事故（1999 年） 

三宅島噴火

（2000 年） 

沖縄ｻﾐｯﾄ 

（2000 年） 

美浜原子力発電所 

蒸気漏れ事故 

（2004 年） 

新潟県中越

地震（2004 年） 

新潟県中越沖

地震（2007 年） 

洞爺湖ｻﾐｯﾄ 

（2008年） 

岩手・宮城内陸

地震（2008年） 

宮城沖地震（2005年） 
能登半島地震

（2007年、2024 年） 

20 東日本大震災（2011年） 

茨城県常総市豪雨（2015 年） 

御嶽山噴火

（2014 年） 笹子ﾄﾝﾈﾙ事故（2012 年） 

熊本地震

（2016 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ洪水 

（2010年） 

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ地震

（2003年） 

ｷﾙｷﾞｽ国邦人

拉致事件 

（1999 年） 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ地震 

（1998年） 

ﾍﾟﾙｰ日本大使館 

占拠事件 

（1996 年） 

ｴﾙｻﾙｳﾞｧﾄﾞﾙ地

震（2001年） 

ｽﾏﾄﾗ沖地震・ｲﾝﾄﾞ洋津波

（2004 年～2005 年） 

ｼﾞｬﾜ島地震（2006 年） 

ﾊﾟﾀﾞﾝ沖地震（2009 年） 

ﾆｱｽ島地震 

（2005 年） 

 

ﾐ ｬ ﾝ ﾏ ｰ  ｻ ｲ ｸ ﾛ ﾝ

（2008 年） 

（２００５年） 

 

中国四川地震

（2008年） 

（２００５年） 

 

ハイチ地震

（2010年） 

ﾄﾙｺ地震（1999 年） 

トルコ・シリア地震

（2023 年） 

ﾌ ｨ ﾘ ﾋ ﾟ ﾝ 台 風

（2013 年） 

 

ﾈ ﾊ ﾟ ｰ ﾙ地震

（2015年） 

災害発生後は速やかに災害本部
が立ち上げられ、災害派遣活動を
行う。院内にDMAT事務局を有し
ているのも特徴の一つ。

国内外問わず災害派遣を行ってい
る。最近では能登半島地震で活動。
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基幹災害拠点病院としての働き②

年に2回、周辺の消防隊や
自衛隊を巻き込んで病院を
挙げて行われます
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災害訓練も大きなイベントです！

前回の災害訓練では、研修医は初療で
の訓練を行いました。実際の災害さなが
らにみんな真剣に取り組みました！
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救命科

当院は 内科系・外科系・救命科 3つの領域において
充実した教育・研修を提供しています

外科系内科系

血液内科 糖尿病・内分泌内科

膠原病・リウマチ内科 呼吸器内科

循環器内科 消化器内科

脳神経内科 腎臓内科

消化器・乳腺外科 脳神経外科

整形外科

泌尿器科 耳鼻咽喉科

眼科 形成外科

呼吸器外科 心臓血管外科

小児科 麻酔科

放射線科 病理

精神科

緩和医療・ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科

婦人科

皮膚科 歯科口腔外科

リハビリテーション科

総合診療科

診療科

救命救急科
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研修プログラム

1年目

内科 30週 外科 10週

救命救急科
8週循環器内科

4週
呼吸器内科
4週

消化器内科
4週

腎臓内科
4週

血液内科
4週

脳神経内科
4週

糖尿病・
内分泌
内科
3週

膠原病リ
ウマチ科
3週

一般外科
4週

脳神経
外科
3週

（整形・形
成・泌尿
器・呼吸
器）のうち
1科 3週

2年目

麻酔科
6週

救命
救急科
4週

精神科
院外4週

産婦人科
院内2週
院外2週

小児科
院内2週
院外2週

地域医療
4週

総合診
療科
2週

保健所
(選択)
2週

選択
18～20週
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研修の特徴①

• 1年目にすべての内科をローテーションすることができる！

• プライマリケアも学べる！

• commonな疾患から稀な疾患まで経験することができる！

• 稀な疾患は症例報告する価値あり!!
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数多くの症例が学べる！
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研修の特徴②

• 2年間を通して救命当直があり、通年で2次・3次救急の経
験を積むことができる！

• 症例も多く、重症度に関わらず初期対応が学べる!

• 特に交通外傷など普段の診療では出会えない症例も数多
く経験できる！

• 研修医だけの当直業務ではないため、上級医の指導のも
とで適切な処置や専門医へのコンサルトの必要性などのト
リアージを学べ、その場で効果的にフィードバックされる！
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救命救急科の研修
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研修の特徴③

• 地域がん診療連携拠点病院です。

• 様々な領域のがん診療を経験できます。

• 終末期の患者さんの治療を通じて、緩和医療疼痛コン

トロールなどのターミナルケアも学ぶことができます。
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がん診療が学べる！
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研修の様子
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手技研修会
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オリエンテーション採血実習
採血手技を学ぶ

CV研修
中心静脈カテーテルを入れる手技を学ぶ

オリエンテーション実習
心肺蘇生を学ぶ

縫合研修
縫合の手技を学ぶ 
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研修医勉強会

企画の主体は研修医

自分が学びたいことを

テーマに知識を深める

オブザーバーとして

適宜指導医が参加

研修医が顔を合わせる

大事な時間でもある。
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Clinico-pathological conference (CPC)

臨床医・病理医による剖検例の病態解明

1年間に12回開催されます。

指導医の指導による資料準備と、

病理の先生（2名勤務）とのdiscussionにより

確実な知識の習得が可能です。
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学会発表・論文作成
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2013年 研修医 宮原先生
2016年 研修医 飯島先生
英文論文が発刊されました！

2年間で必ず学会発表
の機会あり！

アカデミックな活動の
支援をします！
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研修修了発表会
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令和7年度

1 両肺の浸潤影・粒状影を呈したびまん性大細胞型B細胞リンパ腫に対し、積極的な組織生検で診断を行えた一例

2 脳血管攣縮予防薬Clazosentanによるくも膜下出血術後管理

3 三叉神経障害を呈し、MRIで発症後早期の進行経過を捉えた神経梅毒の１例

4 脳血流SPECTにおいてmixed perfusion patternを呈した橋本脳症の1例

5 急性胆嚢炎を契機に診断に至った腺扁平上皮癌の一例

6 腹腔動脈解離と診断後、急激な循環不全に至った衝心脚気の1例

7 悪性疾患との鑑別に苦慮したCotyledonoid dissecting leiomyomaの１例

8 外傷を契機に発症したMild encephalitis/encephalopathywith a reversible splenial lesionの一例

9 鍼灸治療中における大腰筋内への折鍼迷入と、体内遊走を経て摘出に至った一例

10 小児上腕骨顆上骨折術後に緑膿菌による骨髄炎に至った１例

11 若年発症の完全房室ブロックを契機に筋強直性ジストロフィー1型の診断に至った1例

12 発症約12時間で症状完成した超急性経過のギラン・バレー症候群の一例
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初期研修医 処遇

• 待遇

期間医師

• 給与

一年次 315,784円/月 + 時間外手当

二年次 315,784円/月 + 時間外手当

※別途、実績に応じて他諸手当あり

18



独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター

研修生活環境

• 宿舎 2010年リフォームされ快適な住空間

• 宿舎費 7400円/月（管理費込）
1K・ユニットバス付・ベッド備
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UB
バス・トイレ別では
ないが、意外と慣

れる！

机まわり
机・椅子完備

机の上にベッドがあり、
二段ベッドのよう！

キッチン
一口IHで安全。
収納棚もあって便

利！

部屋全体
扉を開けると・・・
このようにコンパク
トな作り！
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研修病院としてのアピールポイント

• 良好な立地

• 充実した研修プログラム

• 一次救急から三次救急まで豊富な症例
• 二年間で救命当直100回、内科当直50回

• プライマリケアからインテンシブケアまで

• バランスのとれた研修
• On the Job Trainingとして多くの手技が学べる

• 勉強会なども充実

• 合理的な官舎と給料
20
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初期研修医の募集と選抜方法

• 書類審査（履歴書、CBT）

•  幹部および医長による面接試験

研修医はマッチングプログラムによって採用決定

• 応募締切日： 7月下旬

• 選  抜  日： 8月中旬

※日程についての詳細は当院ホームページをご

確認ください。

21



独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター

病院見学について

• 見学の申込みは随時受け付けています。

–所定の申込用紙をHPからダウンロードし、必要事
項を記載した上でメールでお申込みください。

–担当者が診療科と調整を行い、後日メール連絡が
あります。

※病院見学の詳細についてはホームページをご確認ください。
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まずは一度、当院の雰囲気を肌で感じてみませんか？
見学、お待ちしています
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当院で私たちと一緒に充実した研修生活を送りませんか！
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